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合宿役員

実行委員長

生活委員長

副生活委員長

実技責任者

会計

食事係

体操

救護

編集

も PaFty 」と口野

坂本 育子
伊藤 芳昭
深谷 幸子
中澤 智 吉川 弘 戸野倉
深谷 幸ヂ

ト

農 裕美
1年男子

川瀬美香 山崎朋子
3年生

1,2年生

英子

班分け

1班

2班

3班

食事当番

伊藤 小野 兵頭 戸野倉 農
中澤 斎藤 坂本 増田 川瀬
吉川 兼坂 深谷 深沢 山崎

・当番は早めに食堂に行つて配膳をし、食べ終わったら後片付けをします。
・食事係は、トランプで席決めをして、準備ができたらみんなを呼びに

来て下さい。

(つるちゃんだけでは大変なので、ともこちゃんとみかちゃんも

協力して下さいね )
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曇 日 程 表 基

31日 (月 ) 1日 (火 ) 2日 (水 ) 3日 (本 ) 4日 (金 ) 5日 (土 ) 6日 (日 )

7:30…Ⅲ

9:00・

12:00‐

1:30‐

2:00・

5:30・

7:00・

8:00・

10:00…

集合

8:30

起 床・洗 面 身支度

朝  食 (BREAKFAST)

実技

2

実技

4

実技

5

実技

7

実技

8 ミーティング

自由

昼食

碁  食 (LUNCH)

実技

3

レク

リエー

ション

実技

6

レク

リエー

ション

実技

9

実技

1

タ 食 (SUPPER) 自 由

入  浴 入浴 準備

ビ青

ミーティング

企 画 花火

大会

自 由 コンパ 徹Pa

自 由 時 間・?肖 灯
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日:[:1'ど1』I宝1『 (LTζ Fチ系鍵31を認:争選露:貫し)lli舞』
きは、いわゆるナトリザーネでSop地方独特のパターンである。

SOurce   Yves Ⅳlo r e a u
Rhythm   2/4抽 子

:::::1。 n 塁塁上ムスλl:彙 _見Iを遷』::JV奏
なし)                 」

(Original sOurce:Pcter GrigorOv;ソ フィアのアマチェア・グ

ンス・グループのメンバー|     =
/Jtt         Fig。  1
1  」 LODへ 、左足リフトと同時に右足を前にヒール‐タッチ et.1)、 右足そのまま体
車をおいてステップ前進et。と)左足ステップ前進 (ct_2)。

2  ` 右、左と2歩ステップ前進 にts.1,υ し
3    左足ホップと同時に右ヒールを前にタッチ (ct.1)、 産足更にホップと同時にな足を

左足前に少しクロスするように戻す (ct.2)。

4    左足ホップ tt,1)、 右足前にステップ(ct。 と)、 左足その前にステップ にt.2).
.5   

‐
円心を向き、両足揃えてジャンプ にt_1)、 右足ホップと同時ι税ばよ 膝を曲げて右

足の前へ持ってきて右斜め下ヘキック にt.2)。

S    右足ホップ (ct。 1)、 左足左ヘステップにt,と)、 右足その前ヘクロスしてステップ
し、両膝をベントして腰をおとす にし.2)。

7    両足でパネのように踏み切って体を浮かすet.ah)、 右足ホップ et。 1)、 左足左へ
ステップet、 と)、 右足その後ろヘステップ (ct_2)。

8    左足、右足に開して両足でバウンスを3回行う力ヽ 最後に右足を浮かせるCcts,1と D。
9～ 16  小節 1～ 8を彗り返す。

Fig。 2

1    円心向きのまま、右足少し大きめに前ヘステンプ et.1)、 左足、膝をlLllげて前に上
げる(ct.と )、 右足バウンスと同時に左足ポールのそばにタッチ にt。 2)、 右足でバ

ウンスすると同時に左足は素早く上げるにt。 と)。

2    /」 節ヽ1を逆足から疑り返づ■ にts_1と 2と)                        ・

3～ 4 ' 小節1～ 2をもう1回繰り返すが最後のカウント (と)で右恩 曲げて鋭く左足の前

.     へ持ってくる。
5    その場で右足リープして払 山げて右足の前ヘシャープに持っていく にt.1)、 左     '

足リープして右膝t左足の前へ持っていくにt.2)。
6    」ヽ節5の にt.1)を fテう にt.1)、 左足前 (円心方向)ヘリープ tt.2)|
7    左足ホップと同時に右足を後ろからシャープにスウィング tt.1)、 右足前ヘリープ

(ct.2)。

8    Fig。 1の「ヽ 8と同じ。                            |
9～ 16  Fig。 2のF郷1～ 8をもう1回繰り返す。                 11



Dzlnovsko
′
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ブルガ リア トラキア地方の代表的なカ ップルダンスである。

1978に Rodoko Tonev氏 によって紹介 された Slivonの 3つ のパ リエ ーシ ョンを基に して、
三上真氏が フ ィギアを加 え構成 した ものである。

Rhythnl:2/4

RccoFds:Radoko TO:lev― TFL等

小 節   <基 本ステ ップ >
1   右足ステ ップだが 、左足体重 を呼間初めに残 し、かな り力強いジャンプの

よ うになる (Ct l)右足ホ ップ (ct 2)
2   小節 1を 逆足よ り繰 り返す
3-4  右 、左 、右 、左 とランニングステ ップ (cts l,2,3,4)だが、前進する時は、

1歩 目 (右 足 )に強いアクセン トをつけ、体を前傾 させてパ ー トナー同士
で顔を見合 うようにす る

Parし  1
1-16 男性 内側の ダブルサ ークル を作 り、プ ロム ナ ー ドポ ジシ ョンに組み 、基本

ステ ップ 4回 で LODに 前進する

Part 2
1-2  基本ステ ップをふみなが ら、男女の位置交換を行 う。即ち連手を引 き合い、

男性は CWに 1回 転 しなが ら女性の前を通 り、女性は左側に移動す る
(Cts l,2,3,4)

3-4  その場で 4歩ふむ
5-8  男女の立場 を逆に して小節 1-4を 繰 り返す
9-16 小節 1-8を 繰 り返すが、最後のランニングステ ップ 4歩 で男性は後退す

るよ うに CCWに 1/4回 転 し、シングルサ ークル状になる

Part 3
ネ   l-4  円心に向かつて基本ステップ 1回 で前進するが、最後の左足ステップと

同時に男女とも腕を引き合い円外を向く

,   5「 8  1-4を 円外に向かって繰 り返す

9-16 1-8を 繰 り返す

Part 4

1-2  その場 で ジャ ンプ (ct l)右 足 ホ ップ (ct 2)ジ ャ ンプ (ct 3)左 足
アlミ ップ (Ct 4)



3-4  右足か ら4歩のランニングステ ップで女性は男性のまわ りをCCWに
3/4回 転する。カ ップルは LOD向 きになる

5-12 基本ステ ップ 2回 で LODに 前進する
13-16 基本ステ ップを 1回 その場で劣、み、左手の連手を解いてカ ップルは向かい

合 う

Part 5
1-4  <女 性 >

ジャンプ(ct l)車足ホップ(Ct 2)ジャンプ(ct 3)左足ホップ
(Ct 4)で CWに 1回 転 し、更にその場に 4歩 ランニングステ ッシ゛をふむ
<男 性 >
その場で基本ステ ップをふむ

*左手は、女性は腰にとり四指前方、男性は背中にお く
5-16 小節 1-4を 3回 繰 り返す

も

Part 6   ・

1-4  男女とも両手を腰にとり、右肩 リードで右足ステップ (Ct l)ガいソプ
(ct 2)左 足ステップ (Ct 3)ホ ップ (Ct 4)以 上で位置交換を行い、
その場で 4歩 ランニングステップ

5-12 小節 1-4を 2回 繰 り返す。男性円外、女性円内になる
13-16 く女性>

その場で基本ステ ップを行い、同時に両手を胸の前でぐるぐる回す
<男 性>
体の前で拍手 (ct l)背 後で拍手 (Ct 2)体 の前で拍手 (Ct 3)両 手で
両ももをたたく(ct 4)両 手を腰にとリスクワットダウン(cts 5,6)
両足で リカヴァー(CtS 718)

Parし  7 ～女性のみ～
1-4  右足からステップ、ホップ、ステップtホ ップで少 し前進 し、その場で

メ、む。この時、両手は左脇に流 して (Ct l)31Aを 描くように斜め上方に
回 し(Cts 2,3)正 面にきたらふ りおろす (ct 4)そ して 4歩のランニング
ステップに合わせて前、後、前、後とふる(Cts 5,6,7,8)

5-8  1-4を 後退 しながら行 う。両手は初め右脇に流 してから行 う
9■ 16 1-8を 繰 り返す

*男性はその場で基本ステップを4回 行 う

Part 8
く男性>

1-4  基本ステップ 1回 で CWに 1/2回 転 して円外向きとなる



5-8  両腕を前方に振 り上げ、軽 くとび上がる (Cts l,2)ス クヮットダゥン
(CtS 3,4)ス クヮットしたまま軽<ジ ャンプ(cts 5,6)そ あ反動で図の
ような姿勢になる(CtS 7,8)

9-10 そのままの姿勢で体を2回上下させる
11-14 体を反転させ 、腕立て伏せの姿勢になる (cts l,2)両足 を右に振る (cts

3,4)両 足 を左に振 る (cts 516)両足を右に振る (cts 7,8)
15-16 両足を引 き寄せ る (cts l,2)両足で立ち上がる (Cts 3,4)

<女性 >
1-2  その場で 、ジャンプ、右ホ ップ (cts l,2)ジ ャンプ左ホ ップ (ctS 314)

=         だが、偶数カウン トの時、体の前で拍手 (両腕 を大 きく回す。桁円を描 く
よ うに )

,    3-16 小節 1-2を 7回線 り返す

Part 9
<男 性 >

1-2  体の前で拍手 (ct l)両手で ももをたた く (ct 2)再 び拍手 (ct 3)右 手で
右足の くるぶ しをたた く (ct 4)

3-4  小節 1-2の CtSl-3を 繰 り返 し、左手で左足の <る ぶ しをたたく(ct 4)
5-6  小節 1-2を 繰 り返す
7二 8  拍手 (Ct l)左脚を上げてその下で拍手 (ct 2)再び拍手 (ct 3)右 脚を

上げてその下で拍手 (Ct 4)

9-14 小節 1-6を 繰 り返す
・

15-16 両手 を腰にとり、スクワットダウン (Cts l,2)両足で リカヴァー (Ct 3)
ポ ーズ (Ct 4)

<女性 >
1-16 Part 6の 小節 13-16を 4回 行 うが 、 3回 日で体を前傾させ、

4回 日で体を起こ し、回 している両手を頭上にかざす

Part 10
1-4  Part 6の 小節 1-4を 行 う (男性円内向き、女性円外向き )
5-12 Part 5の 小節 1-4を 2回 行 う
13-16 <女 性 >

両手を腰にとり、ジャンプ、右ホ ップ (ctS l,2)ジ ャンプ、左ホ ップ
(cts 3,4)以上で CWに 1回 転す る。その場で右、左 、右 とステ ップ
(Cts 5,6,7)左足 をヒールスタンプ (ct 3)
<男 性 >
Parし  6の 小節 13-16に 同 じだが、最後に両手を高 く上げて
ポ ーズ
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|に R LO't負 〈。鴇′にほ.Fi3 3の

砲 .コ ツ社致|じt2嗜 P198に 1陽の

力t厳 (ヽ■`むシさしろ。なiLば
:御賃色奪弁β井:l品|]↓:左古u巾入争りつ嘔%衛だがら(

Ⅵ惟綺臓にnヾ

`IILJι

ネ子免務ム上抑ス軽く
黎撃LttλT席1サ湾i窺慶tの枠」°物
ワRソカステソプのときt項解寿pヽうちド/d負く。2・守A曇 (1んたんと
ス9シづし、さoこ lЙをし感喘%tてしろο

|～8



l～8

鶴縦l品
1滋
T務誘徴^I玩殺瀧≧
ミのしせ5ちこの1を t/■ tj゛レてЙそt
tやや″古あニカヘタし↑1`場負けん争
で?ヽ■行う。

キ～8  核′じ)    
も 12(―ウ“t―|レ

・夕、ノタ・キvワ :ステソア)

nクト(at(ッ＼・/卜す́ヒ例をズ)し 、`トゥヽtrlぃ クヽソ今ヽ看ヽノ7~ヌЪプ

彙統羅1%そ続ず背ご
に緩喀ヘトぅかブ月ヽ①顔
しノ|レスタンプ〇 、力進/1‐ップと119ギ

・ヽ ルt卜、
/tすじイltt夕、ソ祭Э、イラXヒホ、ソフ

。とnり脅ιtん煮Lt庁|り

半巌1■キv,④っqギ粂rして勧歓りつ。しつつちK(゛たイ嗅レ竹う

2Rが鯛獄Ъ
凛じ)た
膨ろ関⑫い

た進ホリアしa夕Ъ(燐 tれ卜佃ヽす、ル又tnにトゥ和ィフトレヽ
わキ1■ひじttり tT゛(うこぁ

t蹴ピt課■犠
たちキ隆すめた嗜ャg旧 衡う。

|～ 8



卜
' 
崚|じ)  

千り 14い )卜■ノ7)

さらし■■312o%リプtg疇鶴グめぐりす20口 )。家の2ブ崎
て
｀
、CIA/し■′ヾスステソフリーンt衡う。
係帷 )

__|,世姦こt三入登|に ■ヽ卜,レ大寺ず1■,1,マっつpりす1彗 9鰤 1ヾ 1113舌耳き,1陣日 望ヽ薇■ザ薄1ゝ
_し 、軍漱,1瘍,1肇キにげ真軋、1苺 oゞ、ずギ)卜 .■ lヽJI甲 :看や圏!ゝ き弓きη義人、,7」 ]九 1擦燿T
ッ了T,構
"lp強
く,り ,亀軋13忠像

～
L、 tt、

=、
ぽり,町→れ.去驚、農場Ч,え t■ 眼 ■ヽ■■卜T,.

患乳椰憮1,F・導,ぃ =:境蘇1,こ ,富 |、く幕幸け生菫1送Pl,I■,ミ∩よう1,農Rヽ重苺 _いう _

累●ゝ 世蠣卜■、P卜め1ミ、いぃヽ 3い |スカ【●卜■,踊りヽ JT■Jtta,3・ Rり こづ駐像■留ミ1)|ヱ P量手小lL
E■ ,tい O η Kuぁら4千乳̂驚ヽ

11!「 ゃルト・7tレス(ギ朴 P,11義1)|、 いヽ.量ずヽ ,コれ:113だ「■ilt~へ :
ダン入(lXtt B・ R,p、 、B各3)と 、ヽう。     _
RD.1■ 1貴根 ,ヽらqF・邁塾tド もつい,よ うい 市:負 く,■琴覧で`あら。■ン1ヾ(1憂Lく ,,■くしでや∵卜で t11)なう

_ベントも 7やい玉せな警詢僣颯ヽ 3.3.R.P.1。 R).と ヽゞ スヽ猾 らめ 砲甲贅稚・ ■ゃップt像らス魏亀卜.Tよお!

RD、 13-つ o7、 ギゝ卜 lT,2り 区Bll t,tPれ。さい竪じ
'つ
Llミヽ ス`.3.R.D.ヽ なスム‐ズド嗜ちlo■■ぽ

は Tヽd~い いち.ネLゃ ァヽI]い ,ごり区ゝ tヽう
ド
違れ 6リ ド行う。                _



Rりth颯   :  2/4拍争
h`汁 lθn   i   Z桂内薇1クタフレ方―クル

1. 7/Alk   aれ〆    Brash

」ablο chico
一Ru9らiQ一

(4歩 難久て、夕は鴻譲〔しり

1^4  互レ11であ争t士げて竹つ。右えより4歩てい算し,t=載護し、移争でし下
4口派 ら.

4^8  男ケヒん、その1%ι 7歩 じ`cvソロフーン スタンフ・〇
4^12            ″          CCh′     ′́       ′′

'4″ 12  デラッレュステッフ゜男′性 RL'p セィ生LOレ どり3葎復
`

2. Men  SlaP  Sο lο

4～ 42  甥4隣 、スランプズテッ7・バ
1リ

エーションt RLOptぅ唸 あて3往復 .

′βち、ん足スタッ7・ 0、 たたti漆′あさで%を多に口じたチず外作リク

・    じ́ルち打っ②、ル足ステッ7・③、序たて歓プし7・ しつつCCνιて
1/2ダー
'0、

口げこヒなた足や`5イTレ 1、 Cν に
1/2タ ーンO γO.

1～ 42  硬掛生、スぅ、ン7°ステッ7° t、 6ロイ7ぃ つつ
'中
生の周ツta  l口転う3.

′fち 力足ステ・ソ7° 0、 力足じ′ルち刺つの、た足スアップ②、方足たら770、

仁足ステッ7°・/r・―ルド④、さら間欠′雄ιま、レストステ・ソ7° tイ fク .′Fぢ わた

ステlン 7'O、 FILし~ル タッケ④、たえステッ7°④、たしいルアッチ④。

-1-



3.Wοぃen   βぃИSk   Sο lο

イ̂ 42  女性、プリッシソコt以)'よツ3/fF後イつ。3の 時グリソうュレ1簑tと

同じ
1イ

史1の 多t考んう。

4～&   女′隆.プリヽンレユステッフ・バンエー1″ン4-口で場′隆ワaソ tc″′て4回転

づ多ク噺
7ちあ足ステッ7'①、たケtラんじワつただゲリッ子ュ②、数士リスら7・

″テOο、″たステレ7°・/1・ ル́ド'00。

?^イ2  女′隆 ιル筵ヒワδ歩て
い
るの例%て
い
c νιgl口李aぢ多.男催 は、この閉

レストステッフ:t41)。

十.MθA  SttMP  島 |°

4～イ2  啄牲、スリンフηヾンェータ,フ 6口 ぴ女′准の周ツセε貯131口転 する。

後Fち あ足スタ>7・①、たし―ルスタンプ①、たたスタンフ・@、 わし
′ル

スリンフ′○_んな り,7°0、 た足スタンフ・O、ル足スタン71ホー/レドoO`

4～8  男性、ァグレ7・ステ/7・ 8 RLO)より2律後サろ.′βぢわスタンプ①

たレルスタレ7'①、ちアタンプ②、んじ́ルスタン7'O、 わた右ヒスタンフ
・

レ?つ CC1/yi3 1/2夕 ~ン OOO、 /TR―ルド〇、
「
し`ン なん尺rワイ『

レ:

CWiC 1/2ワ ~ン ,

9^42  暉桂,右民主り6歩びそつ」易tCwiレ |口嘉a。 たスタン7°①、たFtttllく

4ψぽし、あ1椀 tわくLギlわヒールtttι Lタッチしてホ'一だ0。 この閣

女や生ιtじストステッ7・ t脅テ),ヾ 、`男牢
=声
、%ア
｀
こ曰膨午レニカ球ミ宅前に4嗜ιゼす。  .

ぢ.wοttn btedin3 針eP  sol°

4″牛  女ノ性 そ引喝ぞ｀■7ステレデン)クいステレ7° 4回 t 風ミリ行う。α7ち磨足t
多く、陸 tttLT'マ ステップした足t4申ιぜして床か5√レしLけ

い
3①た足たりたわヒ

うだやくステッ7・ 00ミ 同じ`こと仁た足Lソイ〒う。

「
“

2  女性 、■9場ざエクステじ〒
｀
レレク
｀
ステ1ン プ ●回τ

｀`CWI■ l回事a,3.

-2-



4～ 8   俳 、Ilクステンデλ>グステ、ンフ・『 口τ
嗜霧′につロッtcwltl口事aぢ 3.

9″ 42  女′陸、バス‖ステ・/7・ 7口ずC″ターン、澤ピ安のカウント?ι“男催三とオ′プン
トごブ
lク
多フιこ糸at｀。3o閻 易′陸ιtレストスチッ7口 t質めが

｀
晨後のカウントPttt'

′■+ナ ί色逍っ`きォーっ。ン六°ラ
｀
多,フ ιく郷ι`。男文ヒε夕M曖りつ夕は蒻つあさに

4象っ。

6・  PaS   メO   Bns9И eノ
B鶴4sh  Solo att  Bc42

‐
4～8  ,強「ヒも、ル士り/ヾデバ・8ロザ

・LO p級 .
イ

“

2 ノヾづヾ｀牛回τ'cCν l,″、ン7'レターン
イ″42 上記t繰り基す。
4″42 7すしも、7｀りヽソらュステップ6口で'3雀雀(4ヒ同じつ
瑯′降、2の 前キつスラプヴレリエータヨンtイテう。

女性、ノ|｀さなターンごヒWに |口転 .

｀ 7.麟 lばれ9 恥絆n

l～牛  場女しも、わえよツクウィデヵング
1ウオーキング'4口 で`物 .

じの口奇″厳itあ厳Lよソ脅らくt/7痛Ltィタ成してた馬だ`る。

.F～& あ足tソ 牛づ|で｀1延 .争は自然 t'日姜に彦1す。
9～42 看ウ しイ11ンクロウォーキンク・ 4回τは〔ブで、小さな曰t脅教ようιt θ″に

口ろ。(4歩日,とき)1庇広タトし3広げておき,爆ど箋ι2争 t月署にち`く.

8.Russian  SklP′  BC4ZZ  ahd  Pο 50

4～ 6  この」場ご口じァンノヾックステッ7・ tわ足エリ12日 (〒う。し,3争霧′隆tt、月夕の前th
餓奥組キ、女性は日早|),tなく。

7～3  ウォー?牛口で蜘 しハンカ`ノァレター)ホ℃“)ヨ ン|こ相 t́｀ .
7■2  バズワーシ 晟後のカウントで`ス9>7°して円タトt向き、セ李凱t雰奄二。力償νず
れ手tttιだ 男↑Llt F・テtttfマ 古ヾ

Lズゝ
一 P―
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9-1し
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19-20
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・
漁進.連 手ヽまィわ・前tt tFFCら ,

ヮロ́ ガド
'ホ う゚・力 )い なり、4口幸れなずら静準 __

くあい憲ワ>    ゃ  _ 
ク.す伴はん尺t寧こく写′障ザ

‐
Fl夕 :向 き?ワ

・
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ヵ―千ぅシ
´
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スタ)フ・t多 ロ
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′4・ 2)と

'1オ
Jつ

COW iミ ~口卑a(a41ヒ 2)し 、

多い でヽ

■'1こ ルテ,人 差15て
‐
:ヽ'″口 ~で ろ興すぎ

た手の人注 ILぞ
。
3回 専旨■1(ル 1卜 2)

ll■ 1'23-2今 t(1)£ す

(じ
―|レ 7'ド トー小

°
l'力 )

ヮっ
′ズ ゞ
'手・ プ
｀
力 つて
r LOワ

ヘ
写 す笙た F,マ ↑=々 尽

t,そ V｀ iCJい l卜 2′ l卜 22R LOp人 多 く1)Iら OCθ 区

キ た 長 う` う。 ヒ ĺレ `トゥ静
,力 tt… …

た お伺 1二 じ́ lい 7,~rC“ 1)ん 屈 itて の力鳥 ぎ
・
7T・・vフ
′
(a卜

'

rrス トヶリッチ(● 2)/p足 ■`その多れ
・
小`ン7・ cユ ト)
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ん民わ
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★上4イ モオまれf・
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(ノ !レウェーデキンホ・1レカ )

3,LOpへ 高ηじ・(ル l

チヽ,7t義 2'

よりし́ :レ・トゥ小
°
1レ カ

l卜 2′ l卜 ■)

彙ヤ'0"形
げら男↑生た民.サ情ん足↓ι}

4う 日1l mttな えて互ぃ1ミ 手tつ ffぎち`え.

`|ヽ
砕 1‐ ユき」奎1)く 11近 づ.

11ヽ 野 :-2tく りこむ 4ヽう 01■ ステツフ
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｀
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｀
シ,ン トなり、し
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十
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一

,卜 ,い -8t多 回く`
'毒
ず

、-1も

fヽ  2

偽 ンt40

111:〇
|ぜ
・
:し ノ`ビ
・
ア

卜'さつをくll£ す         __  __

(キ,7ステ■フ7)

すホ?うち
“
ンモぶユ半、Lο

'同
きゼ
｀
写マ贅たた■静ヘギ′7(ユ 1)

キヽ′7t卜 足1ん足1ヽザ:† 3よリトヮロス.t「)。今・ニル尺ホ,プ
ロ
t昴 2)

ん尺=り 心
1,力♂i17111′「壁iI廿■ 1`な ,1を .ヽ11:11里 隻 ?"

たハヤηl。 (碑 卜ヽし)

3-4

5~3

_■二J丘

l- 1し

l‐ Z

3-4

b

♭-3

9-2+

⑪
P・・y,f0

1:ヽ 守 1-2tち 照がら同様 ;イそう

小1ンカステ■714_口 Jlユニ
__:卜峰 |‐ 2i li見

`:′

誓_1 1全二1,g,

あいJつ むくt'こ す

(ス カレシ
:ケピアンデrll力 )

ヘスリーステ,マ
´
夕=ン 1

一口

一

一

お

・

一
Ｄ一“
一

ひ|ド 向き冷ヽ
l・ 爾′世た足 七ヽltあ民。`ら

4守
し'"軌 ・`2.1),■ 0手 lロ
RLo p方旬へrl群 tt iZ尺 う`らくりヽ Bず

男4tた足・ャrヨん漏がら.■ 1ヽ1こ重げ`く上うtt 2サ静導こ中1・ 2)

t多のβ野11黎 itお V4)力
1:二 ずし

じ°デψ、7‐ンで
｀
30‐卑ムすら,(カルげ

1'ウエストパザ`γョン)_
;卜 諄 l-912回 (可 簿 す (奪 計 3口 )

てヽ,■ く`l IBす

畔 l・・lbに 日本ユ1-｀ ♭

メ・嗜寺ヽ131まιして■・
‐ヽ1多場合|ま 、う1こ 4な労ぞ'1霧 い手黎ぁてらυ



春豊

稼影

,1、
節

14
.ら

工 4

=2

119

=4
■ 4

▼ 4

V4
■ 4

1 8

■ 2

F to‐

V4
V4
■ 4

資 牛
‐

に 4

Cabュ llito
キャバリート ブラン7

継■ キヤバリートブランコとはスペイン語で '自い子馬Jの色嗅. メキショの踊リ
'で
あるが、ポルトガルが 1580～ 1640年 イスパニアの支配下で T方メキショが
1529年から 300年に|イ スパニア領であった史実が興味深い.           :
:ポルト「ガルのファード・プランキータ(Fュど。31■ OquiL■ )の山をキリ用してキャバリート
プランコが踊られた, メキシヨではキャバリー トには rぉ。しめ」とぃぅ意味がある。
ポルトガル語のプランキータとスベイッ 語のプランコは同意語でぁり「白」という意味
1を

持っている。
十
‐

女子は男子の11で左手を上に

'Ⅱ

み 男子は後ろから両手をとる。

IntrOducLio■

男子は右手を引き女子に回転の動なを与え 女子は右だより6回でCWにまわりなが
ら一直線に進み6～8fcct.離れて男子と向かい合い 右足よリスタンプ3日 ゴミールド

ユ1白。

男女共 左■より右Fすれ逮いで位置交!A

(Slo・ 。S,Qtick=Q,S)× 2

Vご・p 男子は
・      ‐.  1,き 5回 うち両手で?回打ちあう 女子はス

カートを持ったまま右足ステップと同時に左足ポイント左足ステップ右足ポイント

E18~1

男女共 古足より LOng Fこ do Stcp                       
｀

男女共 有足より雄れる」1:二   Bu■ 2 Ste9 4回で2回転じ・右足よリスタンプ3回

左足よリジャンプ.ホ ップ=ジャンプiホ ップ`ジャンプ.ホ ップ,ホップ.ホフア (ホッ

プのとき逆足にタッチし最後のホップこ回でCWに 1回転)
同様に逆足よりCCWに 1回転          ¨
男女共 左足より (S,StQ,Q,S)2回 で右肩すれ違いで位置交換して向き合う

Ⅲと同様に」u.,‖ op SLcpを行う
・

男女共 左足より (S,S,9=QiS)2回の DO Sュ
・
p。 (右層すれ違い)して矛子は女子の

々に入り舞台正面向きのスケーティング‐ポジシヨンになる

Short Fido Stc,2回

Vユ pヽ(intro Ⅲ)を行う

Fig・1の I～ VIごおなじ

Do S■ o。 して最初のlfl形に戻る

31 ancO

4/41白 fF  ll教:80手 |ヨ|

Couplcs in ュ linc



Ending     ~
lnL「 oと Fig‐ 1をくり返す               .  ・

. Fi3~1のⅥ 30 Sa Doを した後 男女共 拍手し左手同士とりあって若手を後ろに仲rA・ιマ
ポーズ             ^

*  Long Faど 。 Stcp                           .        ・

吉足を右ヘステップ・ホップ (cLs.1,2)左足を若足の前ヘステップ・ホップ (cts.3.4)

この時体は外向きで 視線は左肩越しにな手つスを見る。
‐な足を元の位置にステッフ・・ホッ

、プ (cts.1,2)左足を左ヘステップ・ホップ (cts.3,4)若足を左足の言ハ、ステップ・rl・ヮ
プ (cts.1,2)この時も外向きで右肩越し資鵡事。議 を見ち、元の位置ヘステップ・ホ・ァノ́

(cLs_3.4)   :

■‐本 ShOrt Fこ どo StOp  (ホ ップの浮き足は必ず軸足の後ろに)

右足を右斜めirヘステップ・ホップ (と ts:1,2)

左足を右斜め前へ前かがみにステップ・ホップ (cts.3,イ )イ・

右足を元の位置に体を起こしながらステップ・ホ
47_(CtS・

1.`2)

左足を元の位置にステップ 。ホッア _(c ts.3,4)´ ョ_

な足を左斜め前ヘステ.ップ″示ップ(前かがみ)(cts.1,2)    ・
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スタンプ久ク未ドス7)シ プ。
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Ⅷ  レン トラーターン

レン トラーポジシ ョンでレン トラターンを行 う

l辱誉F返
し、レントラ■夕Tン の最筆の2呼

1-16 連手 をとき

、つ
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も
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を

を
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以
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＊
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2員 [ビ轟与曹尋暮遍:フ
してや 見ヽつめ合 うように して下 さい。 (特 に

,原書にはビックウ ィン ドーの時に現地では右腰接近の時 もしで きれ
ば男性か らKissを 贈 り、左腰接近の時女性はそのお返 しにKis
sを 贈 ると記 されている。
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II`evice Mlada Nevesto
「,4akedonila― 」

Source:1976  1■ Stitute of Atandelovac

TrajVe SimeOnoski

Rhythm:7/8
Position:男 性 ―Tポ ジション 女性 ―肩の高さでやや前方で連手

VariatiO黄 "fcr Women
F i g  ■

小節

1   右へ向 き右足前ヘステ ップ (ctl) 右足チュクチエ (Ct2)左 足前 に

ステ ップ (ct3)

2-3  カウン トにあわせて右足か ら 6歩前進 (ctS123456)

、 ら4   円心を向 き右足ステ ップ (ctl) 左足前
へ軽 くあげ右足チュクチェ (ct2)

ホール ド (ct3)

5   右足チュクチエ しなが ら左足後 ろにまわす (Ctl)右 足後 ろに左足をつ けて

ホール ド (cts2-3)

6   右方を向 き左足後退 (ctl) 右足さ らに後退 (ct2) 円心を向 きなが ら

左足左にステ ップ (ct3)

7   左方を向 き右左右 と前進 (ctS123)

8   円心を向 き左足少 し後 ろにステ ップ (ctl)右 足斜め前 に残 して左足の

チュクチ ェ (ctS2-3)

9   8を 逆足で くり返す

10   左足を前 にステ ップ (ctl) 右足にステ ップバ ラク (cts2-3)

11-20 1‐ 10を 逆足で逆方向へ くり返す

F i g  2

1   右足右ヘ ステ ップ (ctl) 体を右へ回 しなが ら左足を右足の前ヘステ ップ

(ct2) 右足ステ ップバ ック,体 を少 し左へ回 し始め る (ct3)

2   1を 逆足 よりくり返す

3   右足よ り 3歩 で CWに まわ る (CtS123)

4   円心を向いて左足前にステ ップ (ctl)右 足は体重をおかず閉 じる (Ct§

2-3)

5-8  1-4を くり返す



Baba Dこ urdこ 五

Makedonija

RI,y tllm:7/16

POsltioniV&w

小 節             PART l

l   右方向へ向き、左足を前ヘステップ (ctS.1,2)右足を前ヘベント気味にステ
‐  ップ、左足を残 しジャンプのよ―うになり、体は円心を向く(cts.3,4)左足を右
足の後ろにリープ、右足は左足の前へ低くかける(CtS.5)右 足前‐ヘステップ

(Cts.6,7)

2-3  小節 1を くりかえしてしOD方 向へ進む

4   LOD向 きで左足を前ヘステップ(Cts,1,2)右足を前ヘステップ、円心を向
く(cts.3,4)右足ホップ(Cts.5‐ )左足を右足後ろヘステップしながら連手を上
げ、Wホ ールドになる(cts.6,7)

5   右膝を曲げて前に上げ、左足をチュクチェ(CtSt l1 2)右 足を右ヘステップし、
左足を前に上げる(cts‐ 3,4)右足木さめにチュクチェ(CtS‐ 5,6,7)

6   小節5を逆足より行う

7-8  小節5～ 6を く|り かえす

PART 2   ′

1-4  PAR″ 「  1の 小節 1～ 4と 同様

む   5   PART lの 小節 5の (Cts,5,6,7)で 2回チュタチ■(cts.5,3,7)

・   6   小節 5を 逆足より行 う

7-8  小節 5～ 6を くりかえす



PART 3

1-4  PART lの 小節 1～ 4と―同様

5   左足ホップ(CtS,1,2)左 足ホップ(CtS.3)若足その場にステップ(CtS,4'左
足を右足の前ヘステップ(cts.5)右足ステップバック(ctS.6,7)

6   小節5を逆足より行う十・

7-8  小節5～ 6を くりかえす

、
「
              PART 4
う

1-4  PART lの 小節 1～ 4と 同様

5   左足ホップ、右足の膝より下を左足の前に軽くかけるようにしてスゥィング
(CtS.1.2}右足右ヘステップ(CtS,3)左足、右足の前へ不テップ(ctS.4)右足
右ヘステップ(CtS.5)左足、右足の前ヘステップ(Cts.6,7)

6   小節 5の (cts.1,2)を 行う(cts.1,2)右 、左、右とその場でリープ(ctS‐ 3,4
15,6,7)

7-8  小節 5～ 6を逆足より行う

9-12 小節 5～ 8を くりかえす

■ 各パート共、最後は左足のステップで終わつているので
くりかえす時と、次のパートヘ移る時は、左足のホップから
入る。

構成は、リーダーのサインによる。

′
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・
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Serbian Medlev ll
(Splet Srpske lgre ・ ])

Srbija

セルビアン・メドレーは,ユーゴスラグイアの国立舞踊団
りKolo"の 代表的なレバートリーの

1つである.振付けはアンサンブルの創立者であり,かつディレクターである 01ga Skovran氏 に,
音楽的脚色は Li H.3osjakovic氏 による ,

ここに紹介する踊り方はかつて来日したブランコ タルスマノヴイチ学生舞踊団により紹介された

・   ものである。日本FD界では,早大OBである故 二村征司氏により1964年 全日本夏の大会にて
デモンストレーションとして,こ の中から数曲を取上げられたのが最初であり,セルビアンメドレー
・ 1と して全曲取上げられたのは,同年秋の早稲田祭が最初である。以後,広 くFD仲間に知られる
ようになつた.

この曲 :ま 、以下の 3つ の踊りから構成されている.

1. 」elke (ィ ェルケ)
2.Poskok(ポ スコク)〔 Haid Povedi〕
3.Ti■ 6mo(テ ィモモ )
、 4.Bjurdjevka(ジ ュルジェプカ )

5。 Igrale Se Delije(イ グラレ セ デリエ )

61こ aё ak Kolo(チ ャチャック コロー )
7.Sestorka (シ ェストルカ )

8。 Moravac  (モ ラバッツ )

Record:Iモ olo Festival LP1019
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」elke tatnitarke, ostavi tavinicv

イェルケ  タウ・ニチヤルl    inケウ'ィ  タウ
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OstaVi tavinicv, Irlladoi taVn16ar

オスタク
・イ タウ・イ■ッウ   ムう卜'ム  タウ'ニイチヤJl

Ajde da igra■ 0, こjde da poValno
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4ウ '7=
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ITla i rl ,ovedi Vese10 ,aζ e kolo saFenO  × 2

ハイト' t'ウ 'ェテ'イ  ウ
・エセLl ナシェ  ]ロ    シヤレノ

Mo■ci i cuFe u k010 nok so. ori veselo  X2

モムツイ  イ ツレ   ク コI   ネツ  セ  アリ  ウ
'ェセコ

，τ

くWolnen)

(chorus‐〉

X2

X2

× 2

(Hen)        Ti nO露 o ti deVolkO,

テイ モモ   テイ テ
や
ウ・,イコ

Na tvoje belo liCe,

すトゥヴォイエヾ|リツェ

(Women〉

ti欄 oga brata ttamiざ

テイモカ
゛
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Na tヽ lje calne cci

ナ トゥウ・オイエ チヤルネ オチ

San se je prevariO rla moje b01o licO
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2.Poskok
(Haid Povedi)

Rhythmi 2/4拍子
,ositioni男 女交互のクローズドサークル

全員円心を向き低く連手する

小 節        Fig.1
1-2 円心若斜め前に若足ステップ、ホップ (ctS l,と )左足ステップ、ホップ
・
(Cts 2,と )右足斜め後に右、左、右と後退 (cts 3,と ,4)最後は右足ホップ
(Ctと 〕このステップを踏みながら腕がつく。すなわち ct lのときに全員

腕を肩の高さまでサッと振り上げ、方向を変えて後退するとき CtS 3,4 で

徐々に下ろし Ctと  のときは完全に下に下ろす。
3-4 以上を左足より元の位置に戻るように行う。
5-8 小節 1-4に 同じ

Fig.2
1-2 LODヘ ランニングスーテップ 3歩で前進 (CtS l,と ,2)右足ホ ップ (ctと )

左足よリランニングステ ップ 3歩で前進 (.CtS 3,と ,4)左 足ホップ (ctと )

3-4 以上をさらに 1回行い最後のホ ップでCCWに 回転 して RLODを 向 く
5-8 小節 1-4を RLODへ 行う
最‐後は左足のホップでCWに回転して円心を向<

以上、Fig.1、 Fig。 2を 合計 2回行う。 2回 目のFig,2の    1
最後は、左、右、左とステップし、最後に右足を左足にタローズし (体重

をかけない)円 心を向く。



31 Timomo

Rhythm:3/4拍 子
Position:男 女交互のクローズドサークル 全員円心を向き連手し,

肩の高さまでひしを伸ばして上げる

小 節         Fig.1
1-4  やや右を向き 右側へ右足ステツプ (ct.1)左 足ステップ (ct.2)右 足右横ヘステップ

・  1:サプi『1 lξ』Ъヲ滅「智∬L町准『」
疏
」[ザll多任『ξ。

[左足をタッチする時は こころもち左側を向き,右足をタッチする時は こころもち右側を

向くようにする ]

58  以上を左足より元の位置に戻るように行う
9-16  小節 1～ 8に同じ         .

`以

上のステップは,膝のやわらかい動きを伴う。弾力性のあるものである .

.    Fig.2

1  連手を下げて 右横に右足を軽く短いリープ気味にステップ (ct.1)こ の時,右膝は曲って
いる 右足をライズし空中で左足を右足に引きつける (Ct.と )両 足でバウンス 2回

(cts.2)と )              ~
[以下 ,こ のパターンを「ステップ・パウンス・パウンス」と記す ]

2-4  以上を右へさらに 3回行う
58  小節 1～ 4を左足より左へ行う

以上,Fig.1,Fig.2を 合計 2回行う
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テ|ヾ角13tさらして31コ %1い _々′じのむのクD→なドサーク)レt
っくる。



２

３

平i33・

LODへんんtィ復■ t/tステッフ。(at/1)、すらドムOυヘ
イ復12(ctS 2、 3)。

陽ノt;麓似項%ル・

七臨稲鶴髪疹場聴奪陽繕彙マ暦ず
濠

疑 tん達の流に■ゑt/2入タソフ。Otl)ん進ん中家ιくステプ
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R h y t hln:2//4拍 子

Positio■ :男女別の 3～ 5人 の短いライン 左手上のベル ト・ホール ドになる

小 節 Fig,1  てしedan)
1-2  円心向きで右足から右へ横 ,後 ,横 ,後 とステップして倶1進 (cts.1,2,3,4)
3-4  その場で右足ステップ,パウンス (CtS.1,2)左 足ステップ,パウンス (CtS.3,4)こ の時
あいた足は軽く膝を曲げて前に上げる

ら

小 節   ヽ

5-6  右足を前に強くスタンプするようにステップし,左足は膝を曲げももが水平になるくらい上
げる (Ct_1)ホ ールド (Ct.2)左 ,右と小さく後退 (cts..3,4)

7  左 ,右 ,左とスリーステップを踏む (cts.1,と ,2)
8-10  小節 5～ 7に同じ

Fig.2 (Dva)
12  やゃ右を向き 右足よリランニングツーステップ 2回でLODへ 進む (cts.1,と ,2,3,と ,4)
3-5  円心を向き その場で右足からスリニステップを 3回踏む (cts.1,と ,2,3,と ,4,5,と ,6)
6  やゃ左を向き 左 ,右 と小さなリープ 2回でRLODへ 進む (cts.1,2)
7-8  円心を向き その場で左足からスリーステップを 2回踏む (cts.1,と ,2,3,と ,4)
9   小節 6に同じ
10  円心を向き 左足からスリーステップを 1回踏む (cts.1]と ,2)

Fig.3 (Tri)
1-2  Fig.1の J｀節 1～ 2に同じ
3-4  円心に右足ステップ (ct.1)右足ホップすると同時に腰を鋭く右にひねる (ct.2)左 足で 

彗

同様にステップ,ホ ップし わずかに前進 (cts 3,と ,4)

5  右足を円心に強くステップし左足を膝を曲げて高く鋭く上げる (Ct.1)ホールド (ct.2)・
67  左足よリランニングステップ4歩で後退 (cts.1,2,3,4)
8  左足よリスリーステップを1回踏む (cts.1,と ,2)

以上 各Figを 2回ずつ合計4回ずつ行い,最後はFig.1で終わる
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小  節      Introduction
l-4 右足 を右横にステ ップ (CtS.1,2)左 足 を右足の前 にステ ップ (CtS 3,4)右 足を

右横にステ ップ (CtS 5,6)左 足 を右足の後にステ ップ (CtS 7,8)こ の時、ステ
ップに合わせて、顔 、体 を自然 につ ける。Cts l,2の とき 円心の方向、
CtS 3,4 LOD、 cts,5,6円 心 、cts.7,8 RLOD、 とい うぐあいにスムーズ
に一つの運動 を行 う。

5-16 以上をあと3回繰 り返す。最後は軽 く上体を円心方向に折る。

Fig.1

1-4 上のポーズから、右足を右横にステ ップ (Ct.1)左 足を右足の前にステ ップ
(Ct.2)こ の時、足はのびたままの感 じで、円心の方からまわ して持つてくる
ように。右、左 、右、左 とステ ップをつづけ (ctS.3-6)右 足ステ ップ、体重を
のせ (ct.7)す ぐ左足の方に体重を戻す (ct.8)こ の時、イッハ ッとかけ声を
かける。

Fig.2

1-2 右足その場にステ ップ (ct l)左 足を右足の前にクロスステ ップ (ct 2)右 足
その場にステ ップ (Ct 3)右 足ホ ップ (ct,4)

3-6 左足その場にステップ (Ct l)右 足 を左足の前にクロスステ ップ (Ct 2)左 足
その場にステ ップ (Ct 3)右 足を左足の後にクロ不ステ ツプ (Ct,4)左足その
場にステップ (Ct 5)右 足を左足の前にクロスステ ップ (ct 6)左 足その場に
ステ ップ (Ct_7)左 足ホ ップ (ct 8)

7-8 イヽ節 1-2に 同 じ
9-10 小節 1-2を 逆足より繰 り返す

注 1.こ の踊りは、IntrO、 Fig.1を 2回 、Fig 2と つづき以降は Fig.1,2 を
繰 り返す。

2.Fig 2のホップで、反対の足はひざのところでまげられ、ももが水平に
なるまで上げる。

3 言ヽ卜、スt′じメドて`ヽ,き  いま―・!?
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では、以下の8つのパターンがある。

l Ljde,2 Sitno,3 Cujes,4 MoravaC(Or Cetri),5 Sedam,6 Sedam VariatiOn

7 hratray,8 Kraj

2/4拍子

t予歪蒙号『 妻こζ勇墓あ
クル。全員円心向き、男性は両親指をサッ

シュ、又はベ

)肘に両肘をかける。
2T.′′ズらF.717ップ

'吟

|に行う。

小節1-8と同じ。  ヽ

1-2

1-2
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4   1

5-8
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5-8

9-16

7

8

9-1〔

5-〔

'9-1

■
ζ
:

よ _

‐
・
２

　

３

４

５
．
６手Fttltti嚢

13'醜燿∴ ぶ 鶴 昇置 で 品 Dヘ
スiし 7・CCt.|)縫ホVフせ 2)

麓で1鸞 :1語};明と蔦:寝lL31菫11■む
|゛ も`レス■O Cct・ 2t)

3 .  ruモ L、贅じこ 1せし

'シ

,1:.樵卜LPなが多た、グ3=

1二

C61_冒

言き言i班曇言:][:こ
=ダ
11)右菟量堂恵里1贅拿号う記ズ

(Ci

3     示畠」彗:≧建からな子う。(ドしク〔ヾ〒"′ t・ )
:-8   1t爵 :生 :]碁 L皇ぎyτ醤多こ浮ち。
9-16  小節 1-8と同じ。

２

３

　

Ч

ー



ツ )

〕dley'1

rlation

′ュ、又はベ

右足をその

タッチet.

進et.1,2

ホソフR(bた 2♪

雌 ヨえtむ

Fig5(Sedam)

3116  宗露l三 :宦膏:ま
り左に行う。

:二16  求壽l三 :宮青腎
り左へ行う。

Fig7(Natray)マ 1`'こ
に

3とらlil∬季有il:FE厭姦診
辱雀ど懸ミ暑道二:早鼻夏進穐riLりl,

ルi[i:商fi量5:き ::i貫量[i:,i雷董[『i鮮::li:12
小節 4と同じ。
小節 3と同じ。                       .
小節 1-8と同じ。
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Fig8 (KFaj)

ζテップ(c
′(Ct.2)

円心を向きLoDへ右足右横にステップ (凌)左足を右足の前にステップせよi
円心を向きLODへ右足右機にステップ (F)左足を右足の後ろにステッc■ l
プ

2   /」滋 1と同じ。
3   円心を向いてとまり、左足その

テ夢ど
g緯
;)事量言5足

の前に不テップ (ct.と)左足に戻してステ :
4   右足をその場でステップ(ct.1)左足を右足の前にステップet。 と)左足にス
テップバック(ct.2)

:I16   宗:署 II`言薦i4]∫
ら`五三ンヽ行う。
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 ヤ′「竹パ一卜 ~

く
=フ
トう,不 >

ち足も`ら●サラ′ヾ4テアプご′1｀さて静」尊ο・ Opき、ゎ1弟を1々o話マ
~た

ん|ミ 荀毛Lる o

山 1-4と n ttビ ttr.げら二む 1ミ 向 o｀,7、 男1章 ηん (PI lユ 辛Ъ。

中目ろtち手にオ卑ってん∧(ぬ {子 )lたへ(,ぬ 3ヽ 4),論へ("1｀
2)ら ご`し、いダ3(あ 3,

弔 3tヽ内憚」モ界
'3よ

うtiう 3

日零ゃ1,:|1摯ヽ
｀
ん`た■ltミ静|こ 1甫 )ヽ スカートをオ寺ってやら1,

`い
9ヽ 1 >

ん尺b｀ら・ ■)′ウトフ:ち口IIYの レ島[ち由り(ミ lo車貫13.

このpさ、予tん たとJ晟 3・

1-4■ ん尺も`ら盤回津スll

_ く F)0、 2 7

ん尺も`らaヽフレ)グステヽ:プて
'ん へ赤ろうゎ。・ 001ヽ両手をた。高さて`前か

t

スキtt‐しヽυい1ヽ 2ギ■9攀ら■千tし向けヽユλ3・ 4ご二|ミ 向113

11ヽ 昨 |-2を上尺ば,主 l・ (ι l返 す               __
′)ヽ ゆ |~(■ く11重 す
( 干゙ 1 3)
んか ら`●ミフう'7｀ステWフ

゜
17静諄ι「
がら中昌31¬レっζ′念atこ Ⅲへ1111_

ぃく。爾ゝ4れ 0 7El―だ43か
ミに4々重をお・ f`∫ )ヽ.

た民ゲら・ ミフし)ゲステ、フプて`4な 邊ぼ√ず`ら1ネ い々中Bケヒ1身、てさて
お`ごう・

11＼ pゝt_41■ nし
V

く 下
'0、

4>

ちい ら`aサ レ′ヽ
｀
ストデて'メFi量。こ03].中らう18幻・ :fiゲ ′ヽヽ ド|し のよ均tt

質 ,マ ル たしギF;θ

帳∃ヽ
いより(1や 33■

'い

し`なもちヤボステw,°て
｀
律愛

ハ`FF l~41ミ ロt"|ミ 1`ス 千` デt天ごくば」重む

く千'9 5 )
卜%‐ 1 '1｀ 筆やt-3(し 同

じ'

(下 :9 6 〉

ん尺も`らaヾγしつ/77ステップギち口tサ tl1 0津え13_・ 00キ ヤ331た 1尋 0
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